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制作ノート
“芸術家の求める絶対的な才能，揺るぎない特色は，目だけで得られる以上の，より完全な事
物の理解に基づくものである。芸術家は，目で見たことに自らの感覚と思索を加え，自ら望め
ば，人生における魂の冒険をわれわれに物語ることができるのである。”
―キーモン・ニコライデス
２０００年からの制作活動は自然や風景をモチーフとしたものが中心となっている。その頃から
自然や風景が語りかけてくる，という感覚を持つことが多くなったからである。語るとはモチー
フと作家の緊密なコミュニケーションのことを言う。これ無しに作家は制作を成し得ない。自
然や風景が与える創作への微かな息吹やきっかけを，そこまでは見過ごしがちであったとも言
える。自然や風景が，作者自身が持つ作家としての創作原理としっかりと結びつくことを理解
し五感でそれを感じたとき，その細やかで大胆な営みを，それを翻訳するかのように記録し作
品化しようと考えた。これが本稿で紹介する“Translation”シリーズである。
制作のきっかけとなったのは１９９９年１２月～２０００年１月，ドイツ，ノルトライン＝ヴェストファー
レン州において，知人の紹介で訪れたケルン市ランゲハイデの田園地域での短い生活である。
北海道とほぼ同じ緯度を持つ厳しい自然の中で，これまで見過ごしてきたそれらの美しさを作
品化する経験を持つことが出来た。その中では，ヨーロッパ特有の雄大で美しい自然風景もさ
ることながら，細やかな生活の中に見出す美しさ，たとえば極寒の農業路で荷を運ぶ馬の吐く
真っ白い息遣いさえも創作のきっかけを与えてくれた。また，天窓に切り取られた星空にも無
限の表現的可能性を覚えた。
制作の方法としては一般的に屋外写生と呼ばれる風景画制作，またはモチーフと対峙する形
式のデッサンと変わりなく，モチーフ（もしくはテーマ）を実際に目の当たりにした，アクリ
ル絵具や油絵具，描画用インクを用いた着彩描画である。支持体はワトソン紙をはじめとする
やや厚手で中荒目の画用紙である。制作を進める際に気をつけることは，しっかりとモチーフ
を観察し，触覚で確かめつつ進めていくのだが，極力そのものの形態や色彩をなぞらえずに，
感じた線，色彩，それらの動きによって現れる画面に反応しながら筆を重ねていくということ
である。表現がモチーフの説明になってはならず，風景なり自然物が語りかけてくる内容を，
北翔大学生涯学習システム学部研究紀要 第１０号
Bulletin of Hokusho University
School of Lifelong Learning Support Systems No.１０
平成２２年３月
March，２０１０
色彩として，形態として描き留めていくことがポイントとなる。そこにはモチーフそのものが
持つ魅力を最大限に引き出す効果がある。結果モチーフとは形態・色彩とも乖離した表現となっ
ても，かえってそこにこそイリュージョンが現れる。モチーフの本質を常に意識しながら，ア
トランダムな表現を楽しみ描き重ねていくことが本制作の鍵となる。このシリーズではタブロー
（tableau）による作品化を避け，より衝動的な効果のあるカラー・ドローイング（Color Draw-
ing）をもって作品完成としている。数十枚，数百枚を一気に描きあげたものの中から選り抜
いたものが本シリーズとなる。本稿に掲載しているものは２００７年～２００９年の作品である。つま
り北海道の小さな自然が主なモチーフである。また“Confinement”と名づけた，同テーマの
タブローによる制作シリーズも同時に展開している。
写真は２００９年８月に行われた STVギャラリーでの展示の様子である。原本と同時に布地ス
クリーンに転写した２００㎝×３００㎝の大型作品を，ギャラリーの構造的特長を考慮し展示した。
平面作品の展示でありながらインスタレーション作品的イリュージョンがそこに現れていたよ
うに感ずる。
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